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ε1iE2　iε3 i　ε4　i　　　　3 E5　i　　3 E7　iE8
掲示板投稿件数 40　i　　3 6　　i　　3 7 i、11g　i@　： 4霊　i　　； 5メール受信数 21　i　　： 12i歪0 i　12　　i3　　　　3 25　i@　… 羽　　i@　： 18メール送信数 2　　i　　3 5　i 4 i　7　　i3　　　　； 21　i　　露 2　　i　　． 3
　次に，電子掲示板への投稿件数，教師との電子メール送信・受信件数を見ると（表3），
E5は他の学翌者と比べ電子掲示板への投稿件数とメールの送電数が格段に多く，その結
果，他の者に比べ受信数も多い。E5はフランス人教師とのコミュニケーション機会を効
果的に利用したと見ることができる。一方，E1のようにメールの送信数は少ないが掲示
板へ投稿をし，比較的多くのメールを受信した者もある。ここでは内容を検討せず簡単に
件数を比較するにとどめるが，フランス人教師が常に応対してくれる学習環境であっても，
学習者により相手への働きかけ（投稿・送信）には量：的にばらつきがあり，多くの学習者
がフランス人教師と直接コミュニケーションできる機会を充分に活用できなかったことが
わかる。インタビューのデータからもも同じことがうかがわれる。
　　f実際，1H何時間もパソコンつけっぱなしにしてますし，ぼくは家が常時接続なん
　　で，それをつけてても全然闘題はないんですけど，にもかかわらず，『よっしゃやる
　　か！』っていう気になかなかならない。」（E4）
　一方，E5は自分のことを一度手をつけたらすべてやり遂げないと気がすまないタイプ
であると評価している。
　　fけっこう，いろいろやっててあんまり時間がないほうなんで，でもけっこう中心に
　　してはやってたと思います。（中略）いやもう，ここまで来たらくやしいんで，私は全
　　部やると思って。（中略）聞き取りそんな嫌いじゃないんですけど，難しいって思って
　　　・100％無き．とって理解しないといやな性質なんですけど…（中略）どうしても何だっ
　　けって思ったら聞き返したり，これなんでしたっけ，どういう意味でしたっけとか。」
　　（E5）
　自律学智として行う遠隔学習において，E5のように自分の学習を意識的に進める方法
が確立していれば与えられた学習環境を充分に利用することができる。したがって支援者
側からは，学習者全員がE5が行った程度まで各自が学習を計画的に遂行することができ
るよう，その必要性を意識させると岡時に具体的な方法を知らせる必要があった。今鳳の
実験コースではフランス人教員もH本人教員も学習者の質問に対して回答する用意はでき
ていたが，学習者から学習の方法に関する質闘が持ちかけられることはほとんどなかった。
　Holec（1998）は，自律性を身につけていない学習者には，（1）言語に関する意識の変革，
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（2）言語学習に関する意識の変革，（3）言語学習能力の訓練の3つが必要であると述べ
ている。今回のケースでは，「無理のない学習計画を立てて実行する1「タスクの難易度，
所要時間を予測する」「与えられた機会を自分で探し活用する」といった学習行為をメタレ
ベルでとらえるメタ認知ストラテジーの訓練，また不安を軽減するための社会・情意スト
ラテジーの訓練などが効果的だったはずである。なお，このようなトセーニングは，コー
ス実施前のオリエンテーション，コース中のカウンセリング，または学習者が自分で学習
に関して考察できるようなチェックシートの準備，といった様々な形態で実現できる。
4．3．3課題学習で問題が生じたら自分で援助を求めることができるよう方策を知らせる
　言語学習の課題については，やり方が理解できないく4人），時間がかかりすぎる（2人），
指示がわからない（2人），課題が難しすぎる（3人）などの意見が見られた。
　　f（タスクは）内容が結構厳しいです。家で予翌とかしても，やっぱり大変です。3（E4）
　　「家でだと，やっぱりこういうの1個やるのに2時間とかそれ以上かかっちゃうから。
　　それでなんか，ちょっと出かける前にとかできないので，やっぱり時間がある時じゃ
　　ないとできなかったから，だから先延ばし（笑）にしちゃって。」（E8）
　対面の授業では難しい課題では教師が学習者の理解度を測りながら，質問に答えたり理
解を確認したりしながら進めていくが，遠隔学習ではコースツール上に課題が提示される
ので，学習者は何か問題があれば自ら働きかけ，問題解決の糸口をつかまなければならな
い。FR2003の学生たちは通常の授業で教員から丁攣に指導されるので，自分から質問を
もちかけ学習のやりかたを解明することに明らかに不慣れだった。そのうえ，学習の進め
かたについてフランス語で書くことについてのプレッシャーから，フランス人教員にコン
タクトをとり質問を発することを躊躇した。フランス側の教師グループとブザンソンでの
短期研修中に良い関係を築いており，フランス人教貴も学習者の質問や提出された課題に
常にすばやくフィードバックしていたが，それでも，学習者たちは難しく感じた課題に関
する質問を発することができなかったようだ。
　　iA（フランス側教師）とのメールなどは，本当はもっと気軽にやりたいんですけど。
　　やっぱりこうフランス語を書くということに対して，多分抵抗があって，また，それ
　　が時問がかかるというのが頭にあるんですよ。」（E3）
　こうした問題に対する解決策のひとつは，課題をサブタスクに分割したり必要に応じて
見られるヒントを含めるなど，コースツール上の課題の提示のしかたを改善することであ
る。ただし，課題の設計にあたって全ての問題を予測することは難しいので，学習者側に
対しても，遠隔学習の方法について充分にオリエンテーーションし，学習を進めるうえで問
題があったとき援助を求める方法を癩らせ，習熟させるよう配慮しなければならない。具
体的には，フランス側の教師に対する質問のもちかけかた，日本側の支援サービスの利用
のしかたや，間違いをおそれずに支援者や他の学習者とよくコミュニケーションをとるこ
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となどを，学習方法の一部として習得できるよう，提示することが必要だ。
4．3．4　情意的な問題に配慮し，落ちこぼれや先延ばし行動を防ぐ方法を確立する
　自律学習環境では，学習者は上記のような様々な問題に会い，やる気をなくしたり，教
師との空問的距離があるため課題を先延ばしにする傾向もみられた。学習意欲を失いかけ
ていた矢先，フランス人教員の励ましのメールをきっかけにフランス語で行うコミュニ
ケーションの面白さを発見していった例も報告された。このような精神的サポートは，孤
立しがちな遠隔学習環境では特に重要である。
　　「（やる気になった）きっかけは…5月の終りくらいに最初になんかAからメールきて
　　て，全く読まなくてしかとしてて，一応返さないと申し訳ないなって思って読んだら，
　　Aが色々助けてあげるからがんばってみたいな。そっから申し訳ないなとか思って，
　　Aに大丈夫ですがんばりますってメール送ったら，ブラボーとかなんかすごい褒めて
　　くれるんですよ。うれしくておもしろいなって思って，たぶんそれがきっかけですね。
　　Aのおかげっていうのが一番大きいと思います。」（E1）
4．4　言語学習の課題に関する評価方法を明らかに示す。迅速にフィードバックする
　最：後に指摘しなければならない点は，言語学習の課題に関する評価とフィードバックを
めぐる問題である。WebCTに提示された課題について，フランス側の教員は常に迅速に
フィードバックした。また，最終段階の調べ学翌では，フランス側教員だけでなく，
チューターが自分の専門領域の知識にもとづき，学生が興味をもったテーマを中心に，質
問をもちかける等のやりとりを通して，発蓑として準備する内容を決定するに至るまでの
交渉のプロセスの相手となった。H本人教員も発表の準備の原稿の添削や発音チェックな
ど，発表にいたるまで例外的に介入を強めることにした。このため，最後の課題発表で
あった個人のプレゼンテーションは完成度が他の課題に比べて高くなった。
　しかし，積極的な教師の介入のない作業の完成度には個人差が見られた。個人作業の課
題の提出や評価の方法について，「遠隔学習の心得」という資料がフランス人教員によって
コースツール上に提示されていたが，それだけでは不十分だったようだ。日本側で実現で
きる支援として，遠隔学習を始める前のオリエンテーション，学翌継続中のフォローなど
が考えられる。fi律学習環境をうまく活用して学習を中断せず遂行できるよう，支援者の
介入が必要であるが，具体的な方法については今後の検討を要する。
5．遠隔教育のカリキュラム化へ向けて
　今圃の実験コースのデータにもとづいて，遠隔学習プuグラムのカリキュラム化に向け
ての検討事項について，以下にまとめる。
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5．1遠隔学習プRグラムの運営体制をつくる
　まず考慮しなければならないのは，どんなスタソフを選定・配置するのか（または既存
の人材が従来の仕事に加え何をするのか），教師他スタッフ問での役割分担とコミュニ
ケーションをどのように行うか，学習者をどのように選定するのか，これをどのような予
算によって運営するのかなどの体制づくりである。そのうえで，遠隔学習プログラムで利
用するツールを選択し，内容と学習活動類を設計・実装し，学習者の学習課題についての
評価方法やフィードバックの方法・頻度などを決定する。従来からある学習プログラムや
教材リソース等との関連付けについても，この段階で考慮を要する。このような，いわば
大枠の部分を決定する仕事は，わたしたち教師の従来の温語学習コースの構築の仕事の延
長：線上にあるが，そのようなことが決まったところがら，いままでとは一線を画する支援
の仕事が始まるとみることができるだろう。ここでは今回の実験コースのデータから，遠
隔学習環境における同期的ツール（テレビ会議）・非同期的ツール（コースツール）の利用
と支援者の役割についてまとめる。
5．2遠隔学習環境における支援者の役割　一FR2003のデータから一
　まず，遠隔学習における同期的ツールであるテレビ会議は，教師以外のネイティブス
ピーカーとのリアルコミュニケーションを含む学習活動を実現するため利用価値：があるの
で，今後ますます一般的なツールとして利用されるだろう。したがって，教師はこのツー
ルの特色を踏まえて，学習者が相手とのインターアクションをとり口頭表現能力を発揮す
る必要のある課題を設定する必要がある（学習活動の設計）。テレビ会議を介したコミュニ
ケーションへ向けて，準備段階でリアルコミュニケーションのルールを意識させ，コミュ
ニケーションブレークダウンを回避し相手とのインターアクションをスムーズに進める方
法の学習を強化する（4．2．3）。一方，技術的側齎からは，実施前に機器の操作や接続設
定を確認し教師自身が習熟するだけでなく，テレビ会議を使った学習活動のはじめに学習
者にもこのツールの使い方に習熟できるよう経験させる（4．2．2）ようにする。実施に
あたっては学習者の発言を支援し表情や動作・視線などに着鷺させると問時に，授業内で
利用する場合には発言を求めたり発問するなどの方法をとって学二者の発言を支援するこ
とができる（4．2．1）。
　一一方，非同期のコースツールやインターネット上のリソースの利用によりもたらされる
自律：学習環境においては，学習者は教師の直接的な介入なしにリソーースを用いながら学習
を進めていくことになる。コースツールに展開された教材や，場合によってウェブ上に存
在する様々な情報を自分で扱わなければならないので，情報を見つけられなかったり教材
の利用にあたって技術的な問題に遭遇することがある。支援者は，コースツール上の課題
の内容や提示の方法が学習者にとってわかりやすいものであるよう配慮し，問題が生じて
いれば改善する。このような新しい形態での学習がスムーズに進められるよう，技術的な
一17一
?問題点を予測して解説したり，その解決の方法を具体的に指示したり，質問に答えたりする
必要がある（4．3。1）。また，コースツール上に提供されている課題や遠隔学習のための
支援サービスを学習者が充分活用しきることができるよう，その方策を知らせ（4．3．2），
課題に取り組むなかで問題点があれば迷わず援助を求められるよう，質問の方法や質問先
を明らかにし（4．3．3），情意的な側面にも配慮して学習者をフォローする（4．3．4）。対
　　　　　　　　　［表4：遠隔教育における学習形態・支援者の役割］
筒期的ツール 三塁期的ツール
ツール （テレビ会議・チャット〉 （コースツール・メール・フォーラム・ウェ
ブ上に展開された教材・情報など）
・コミュニケーション能力を使う ・書く・読む・聴く学習活動を行う　［篇一
（護す、聴く）［TV会譲］ スツール3
・篇ミュニケーション能力を使う ・コミュニケーション能力を使う（書く）
（馨く、読む）［チャット］ ［メール・フォーラム！
・膨大なデジタル情報のなかから学習に役
立つものを見つけ出し学習する
学習目標 ・テキスト・音声・イメージ等の意味丁丁
を同時に扱い解釈する
・自分の学習目標を明確に慧識し適切な方
法を選択する
・学習を計画的に進める
・悶題に遭遇したら援助を求め問題解決の
方策を見つけて塞行ずる
学習形態 対諸式授業 自律学習
・はじめはツールに不慣れで使い ・自律釣な学習に不慣れで計画的に学習で
づらい きない
学習者の態度 ・普通の会話と違うため、コミュ ・はじめはツールに不慣れで使いづらい
ニケーションブレークダウンが ・諜題が難しいと諦めたり先延ばししたり
起こりやすい する
0遠隔学習プ自グラムの構築
・プ陰グラムと：学習湧鋤類を設計する
・評価方法を決定する
・プ日グラムの運営体測を設定する （予算の管理・運営を担当する人材の選定
と配置・教師地スタッフ閤の役割分譲とコミュニケーション・学習者の選定）
○ツールの選択
0従来からある学習プ隠グラムや教材リソース等との尊号付けを決定する
0技衛釣支援 O技術的支援
・接続環境を整備する ・教材を開発する・動作野望する
・ツールへの習熟を助ける ・ツールの使い方を教える
○雷語的支援 ・支援サービスの濡用方法を教える
・書乎懸 ・技術的な問題点を予測して解説する
・耳語学習の評価の方法を明らか ・問題発生時には解決方法を指示する
支援者の役割 にする ○言語的支援嗜平価
・課題への取り組みを評価し ・迅速かつ丁康にフィードバックする
フィードバックをする ・評価の基準を知らせ学習者が自分の到達
・リアルコミュニケーションの 度を憲識できるようにする（形成的評価）
ルールを意識させ篇ミュニケー 0学習支援（学習ストラテジーの訓練）
ションブレークダウン圃避やイ ・遼隔授業において注意すべき点を充分に
ンターアクションをスムーズに オリエンテーションする
進める方法の学習を強化する ・学習を進めるうえで問題があったときに
（理解確認、言い換え等の羅 援助を求める方法を教える
ミコ．ニケーションストラテジー ・自分の学習を計繭・管理する方法を教える
を扱う） ・聞違いをおそれず、支援者や他の学習者
O会話を調整する とよくコミュニケーションをとるよう指
・指名 導する
・あいつち、視線、表情［W会 ○情意的支援
議］ ・学習を中断せず遂行できるように励ます
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面授業では教師が計颪して実施される授業計薗を，学習者は自分の学習計画として自分で
管理しなければならないので，雷語学習の課題に関する評価の基準や方法を明らかに示す
と其時に迅速にフィードバックする（4．4）。
5．3　学習方法を学習することについての支藩
　遠隔学習環境における学習を中断せずに順調に進められるよう，「学習方法を学習させ
る」ための支援とは何か。FR2003遠隔プログラムにおいて，学習者にとって大きな問題と
なっていたにもかかわらず，充分に取り扱うことみできなかったこの問題は，わたしたち
のグループにとっての次の段階の課題となる。
　遠隔学習実験コースを実施する以前から，学習用リソースのマルチメディア化を進め，
授業と自習の両方で利用してきたが，それは教科書やプリントを使って宿題を出すのと岡
じように，授業内で使い方や課題の意義，評価の基準やタイミングなどを解説し学習者か
らも質問を対面で受けるという方法の延長線上にあった。しかし，遠隔学習プログラムや，
より広くインターネット上の情報を利用した自律学習へと，さらにIT利用の範囲を拡大し
ていくのであれば，自らの学習過程を客観的にとらえ計画的に学習を進める，支援者や他
の学習者と協力する，問違いを恐れず不安や問題があれば支援者に相談をもちかけるなど
のことに学習者が習熟できるよう，そのための方法を具体的に提示することに今まで以上
に力点を置くことが必要になる。これらの「自己学習能力」の開発は，いうまでもなく通
常の対面授業を前提とした学習においても必要とされ扱われてきたものである。授業での
取り扱いを考え直すことが必要だろうがまた同時に，授業外で「学習方法を学習させる」
ことをどのような方法で実現するのか一遠隔学習プログラムを構成する一つの部分として
の教材化と支援サービスとしての実現一一その両面から検討していきたい。
5．4　日仏の連携について
　今回のコース運営においてはフランス側・H本曇の教師が緊密な協力体捌のもとで互い
に補い合い支援者としての役割を担った。ただし，どちら側の支援者が，どのような内容
について，いつ，どの程度まで介入するのが適切かについては，こρようなコースを運粥
するにあたってのコスト負担のありかたとも関わる問題なので，今後も継続して実現可能
な運営形態を探っていかなければならない。現時点では，（1）H仏の教育機関が連携して
遠隔学習プUグラムを設遇・構築し，プログラム内容の決定や学習活動の設計については
共岡で行う，（2）フランス側は主として福屋学習の評価とフィードバック，コミュニケー
ションの相手の役割を撞う，（3）B本側は学習支援サービスを担当する，といった連携の
かたちが現実的であると考えている。互いに知見を交換しながら明確に役割分担を規定し，
遠隔学習プmグラムを継続的に運営するためには，双方の教育機関・教員を中心とするス
タッフの聞に緊密な関係とスムーズなコミュニケーションが可能であることが前提となる
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ので，丁寧に関係を積み重ねていきたい。
注
1
2
3
4
????
??? ?
本学科学生の学年定員は60名，収容定員240名である。2002年度には276名が在籍
した。2002年度においては3－4年次生のうち19名が留学した。
外国語・第2言語としてのフランス語教師養成課程の担豪教官により組織する
ASDIFLEにおいて，フランス語教師の果たす役割が時代の要請に伴って多様化して
いることを取り上げ，とりわけITの導入にかかわる問題についてシンポジウムを開催
した（ASDIFLE　24e「ne　renCOntreS．2004年1◎月22　il・23　ff）。　EU，世界の大学・語学
教育機関でIT環境における語学学習が一般化し，そのためフランス語教育においても
情報技術の利用を前提とした学習支援者の養成と専門家ポストの創成が急務であると
いう（Frangois　Mangenot，　・〈Les　TICE　et　le　FLE・〉，　ASDIFLE　24eMe　rencontres．　2004年IO
月22日。23H）。
Jacques　Montredon，　Agnbs　Marcelli，　David　Gaveau　（CLA－Universit6　Besangon　Franche
Comt6）と田中幸子，原田早苗，茂木良治，室井幾世子，常盤僚子（上智大学），姫田
麻利子（大東文化大学）
FR2003全体を通して他にも学習スタイルや学習ストラテジーアンケートなどのデー
タを収集したが，本稿では分析に使用するデータのみ紹介する。
但し1名（E6）は遠隔プログラム期間に休学したためデータから除外した。
TV会議システム機器Polycom通信速度の設定や対外接続回線のルータにおける設定
を変更して帯域剃御を外したりすることでこの現象を回避しようとしたが解決できな
かった。技術的な問題点について詳細は，峰内・茂木他（2004）に詳述。
学習者番号はTanaka　e£　a！，2004に準拠。
4組の学習者のインタビューの詳細な分析は，姫田（2004）を参照。
著者による翻訳
フランス語で会話する際に初対面であればVOUSを使うのが普通だが，この場合には学
生どうしということもあり，tuを使って親しい雰囲気で話すことを提案し，相手のM
から同意を得た。
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